


























た。これは計算機本体内設置の RAIDカード 1枚、500GB HDD×16台、HDD16台内蔵
用の電源付HDDエンクロージャー 1台、及び RAIDカ ドー–HDDエンクロージャー間通
信用のmini-SASケーブル 4本で構成される。RAID5にて運用し、ファイルシステム構築
後のディスク容量は 6.4TByte である。この原稿執筆時点 (2008年 5月)で、約 14ヶ月分









サイズを持つため、この 30 inch液晶ディスプレイが威力を発揮している。もう 1台の解
析用計算機は、ドームレス太陽望遠鏡観測データ展開用RAIDシステムのホスト計算機を
兼ねる。4GByteの物理メモリと 22inch wideサイズの液晶ディスプレイを装備する。OS
にはいずれも Cent OS 5を採用した。
また導入時から数えて 4年を経過するSMART運用用計算機で、不安定な動作が頻発す
るようになった。そこで 4台が更新された。そのうちの 1台は SMART観測データ後処理
用の Linux 計算機であり、4GBの物理メモリを有する。これもOSには Cent OS 5を採
用した。残りの 3台は、Windows XPにて使用され、おもに各望遠鏡カメラ、及びフィル
ターの制御を担当している。 (野上)
6
